
駆利用のすすめ

家本雄二l

1 はじめに

近年，ワープロ専用機（ワープロソフトを含む）の低価格化・高性能化にともない，広く一般

¥／ に「美しい文書を・・・」という機運が高まっている．現在主流のワープロでは WYSIWYG(What

You See Is What You Get :文書の編集中にディスプレイに表示されたイメージがそのままプリントアウ

トして得られるというもの）方式と呼ばれるものが採用されており，これは

1．出力結果をイメージしやすい（編集操作が直接デイスプレイ上に表現される）

2.セットアップが簡単（ワープロを買ってきてすぐに使用できる）

3.誰でもすぐに使えるようになる（操作が簡単）

などの特徴を持っているが，その反面

L各メーカーごとに独自の操作体系を持つ（操作体系が統一されていない）

2．各メーカーあるいはワープロの機種ごとに文書ファイルに互換性がないことが多い

3.複雑な数式や化学式，図などの挿入が困難（最近は，これらをかなりのレベルでこなすこと

／ゞ のできるワープロもある）

などの欠点もある．

1.1 駆とは

これらワープロと対極にあるといわれるのが， 可が（テフあるいはテックと読む）と呼ばれる組

版ソフト（印刷ソフト）である．吐汎は，米国スタンフォード大学で開発された文書整形ソフト

であり，その出力結果の美しさから多くの理科系学生や技術者に論文やレポートの作成の為に利

用されている．

ワープロがWYSIWYG方式であるのに対して， 吐沢はマークアップ方式（直接文書ファイ

ル中に制御コードを書ぎ込むというもの）を採用している．このため
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解説

l.編集中の文書からは，出力結呆をイメージしにくい

2.初心者にはとっつきにくい

3. コマンドを覚えない限りほとんどなにもできない

などという欠点を持つ．

の素晴らしさゆえである．

それでも吐Xを愛用する人々が多いのは，

以下に， nぅ：の優れた特徴を記す．
この欠点を補って余りある吐〉＼

1. 日本語・英語など，様々な言語に対応したものが無料で配布されている

2.パソコンから大型機まで，多種多様なコンピュータで使える（標準化が進んでおり，

ンピュータの可衣で処理しても，寸分の違いもなく出力でぎる）

3.数式については，他のどんなシステムよりも自由度があり美しい出力が可能である

4.多彩な組版規則が組み込まれており，利用者がそれを意識することなく利用できる

どのコ

゜1.2 駆TEX

図 Exは，刊Xをベースに様々なマクロを組み込み機能強化を施した上，文害作成の手間を省
く為に文書スタイルを予め用意して初心者にも扱いやすくしたものである（また，その他様々な

駆拡張マクロパッケージが発表されており，比較的簡単に入手できる．）．最近ではnぷと
いうと駆T吟(j駆T秘）をさすことも多い．本文でも，これ以降は駆TEXを中心に解説を行う．

2
 
ぃ牝X利用概要

UNIXでいTEXを利用する際の一

般的な作業の流れを右に示す．

はどの企業・研究機関のUNIXシス

テムにおいても同様である．

これ

しかし

以降の事柄については，

環境やインストールされている UTEX

の種類・バージョンによって多少異

ここでは現在本学

システムの

なる場合もある．

の研究用及び教育用 UNIXシステム

で利用されている駆TEXについて解

説する．
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2.1 駆TExソースファイル作成

駆T松には美しい出力を得る為の様々なコマンドが準備されており，これは＼ （バックスラッ

シュ，ただし，端末によっては¥)に続く半角英文字列として記述される．これらを駆使するこ

とにより自由自在に文書をレイアウトできる．ここでは， 駆TEXコマンドについては他の文献を

参照してもらうこととし，ソースファイル作成に関するもっとも基本的な部分についてのみ解説

する．

駆T秘のソースファイルは次のような形で記述する．

¥documentstyle[ <OPTION>]｛くスタイル指定＞ ｝ 

プリアンブル

¥begin{document} 

本文

¥end{document} 

ここで（スタイル指定）は，文書のおおまかな枠組を耳ぷに対して辿知するものであり，自動

解説

r‘ 的にいくつかのスタイルファイル2を取り込む． 駆TEXは，これから文書整形の形式を判断する

ので適切なスタイル指定を行なうべきである． （OPTION〉は省略可能である（各スタイル指定

ごとにデフォルトのスタイルファイルが設定される）が，ここに明記することによりスタイル指

定に対してさらに細かな指定ができる（スタイルファイルを取り込むことである）．これは複数

指定することができ，カンマで区切って並べる．

（スタイル指定〉

（スタイル名〉 同日本語版

book 

letter 

report 

jbook 

jletter 

jreport 

2レイアウトを規定するファイル（拡張子．sty)

本のような長い文瞥用

手紙用

レポート形式
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解説

〈OPTION〉

a4j 日本語A4サイズ

b4j 日本語B4サイズ

llpt 標準文字サイズを 11ポイントとしてフォントを使用（デフォルト値 lOpt)

12pt 標準文字サイズを12ポイントとしてフォントを使川（デフォルト値 lOpt)

epsf tgifなどで描いた圏 (EPSファイル）を取り込む

twoeolmns 左右二段組に出力する

twosicle 少訓開き 2ページの出力をする

Iプリアンブル！はプリンタ出力の際に行間指定や余白の設定， レイアウトパラメータの変更な
ど，文書全体に有効な設定を記述する場所である．また，自前のマクロコマンドやエリアスなど

もここで指定することができる（本文中にも記述できるが，プリアンブルで記述することが沼ま

しい．）．この部分も省略可能である（デフォルトの設定が自動的に採用される）．

文書は必ず＼begin{docurnent} と＼end{document}の2行の間に記述しなければならない．

というよりも，区三］は目的の文書記述の場所であるといえる．ややこしいようだがいくつかの

注意点さえ守っていれぼ，ベタ書きの文章でもある程度は自動的に整形し出力してくれる．例え

ば，行揃えや改ページなどは見栄えの良いように可衣側で調整し行なってくれる．

(
）
 

固四 emacs@hiko 

の後ろはコメ
ntstyle[1lpt]｛涵ticle} 災日本語の短文書用スタイルに設定

{document} 
ュon｛はじめに｝

‘（ワープロゾフトを含むの低1格化・高性肖 にともない、

直覧詈紐暑鸞言髯二礼厨鰐:
ドのが採用されており、これは＄¥cdots$脊
$¥vdots $ 

tion{¥TeXとは｝

と対極にあるといわれるのが、 ¥TeX （テフあるいはテックと詩む）
ゾフト（印刷ゾフト）で る ¥TeXは、米国スタンフォード学で
鰐ゾフトであり その力志果の美しさか臼多くの理科系棗笙ゃ

$¥vdots $ 
レ，、ートの作成の為に』よいる。脊

rote} ？—-一

C
)
 

_1  

図1：井汎ソースファイルサンプル

九州［．．業大学・情報科tアセンター
）j沖屈第5り 1992.IO 
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解磁

2.2. dviファイルの生成

ソースファイル(.tex)は，次に示すjlatexコマンドでコンパイルし， （lvi形式と呼ばれる中

附形式ファイルに変換する．

( jlatex ファイル名 ノヽ

ソースファイルに誤りがなく，コンパイルが正常に終了すると，次の 3つのファイルが生成さ

れる．

r . • *.dvi: dvi形式のファイル
• *.log :コンパイル情報（エラー情報）の詳細な記録

• *.aux:セクションや式・図などの番号の情報を記録

r‘ 

logファイルは画面に表示されるエラー表示よりも，詳しいエラー梢報が得られる．これは，

単なるテキストファイルであり， eatコマンドなどにより簡単に見ることができる．コンパイル

に失敗した時（この時にも logファイルだけは生成される）には，このファイルを参照すること

でエラーの原因を突き止められる場合がある． 孔UXファイルは，セクションや式・図などの番サ

の情報を記録している．これは相互参照機能3と呼ばれるものを行う為に川いられる． 駆TEXで

は，このファイルを自動的に生成・参照することができるので，簡単に図や表などの参照番号を

又章中に記述することができる．

2.3 エラーとその対策

jlatexコマンドを実行すると，エラーメッセージ (1.n エラー文 < nはソースファイル中の

エラー行数＞の形式でエラー箇所を示す）が表示され， ？マークのプロンプトになって処理が止

まってしまうことがある．これは，設定かソースファイルに誤りがあることを意味する． ？マー

クのプロンプトが表示された場合は，次のように対処する．

匡亘〗現在示されているエラーを強制的に解釈し，処理を再開させる，いわゆる強制実行で

ある．他にエラーがなければdviファイルを生成するが，まだエラーがあれば，再び？

のプロンプトとエラー内容を表示して止まる．

R匡亘］動作内容は匡互□の場合と同じだが，これ以降すべてのエラーに対して自動的に強
制実行する． （Run without stopping) 

3相互参照とは，文書の他の綿分で現れた式番号や章番号を参照することである．
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解説

Q匡亘］動作内容はR匡亘］の場合と同じだが，エラーメッセージやコンパイル情報などの

一切の表示を行わない． （run Quietly) 

H匡亘］ソースファイルについて，エラーの原因を診断してくれる．時々的外れなメッセー

ジを出してくることもあるが，まずまず信頼できるので，エラーがでた時はまず，これ

を実行してみると良い． （Help) 

1国亘］エラー行のいTEXコマンドにタイプミスがみつかった場合などに，コマンドライン

からタイプミスを修正する．ただし，ソースファイルを書き換えるものではないので，

後からエディタで修正する必要がある．使い方の例を，圏 2に載せた． （Insnt) 

E区亘］エデイタを起動し，ソースファイルを読み込んだうえエラー行にカーソルを移動さ

せる．これは，エデイタを起動していない時には便利である． （Edit your file) . 0 
1 ~ 9阿亘］ェラー行から n(l~ 9)番目の行までを無視する．

x阿亘］ jlatexコマンドを抜ける． clviファイルは生成されない． （quit) 

圏囮kterm@hiko--------囲
血o(iemoto) 〗 jla玲XS匹le.tex
芦正詞， Version1. 06, based on TeX C Version 2. 95 (no for晒tpreloaded) 

巳磨芯er.1. 3.．．．．．Iso平．
翡孟噌土菜攣二霊戸~ 1988 
(／usr/1ocal/libItex／芭監tsI泣 tll．就y)
Conversion jlarge - ge etc. 

! Unde杜涵 controlseque心
L4麟 JI]

{document) 

the CX)ntrol seq匹心 att….end of t比 to!lire 
of Your emr mes迂gewas never ¥defed. f mu have 

詞閉e.J.i．色髯拘窯虞占`江呼CX)i二rrect
and r orget aboutwhatever was undefined. 
? I 
insert〉¥begintdocument}
(sample.平） 1］ （sample. a⑳ 
Output wrュttenon s邸,ple.dvi (1 page, 2624 b汎es).
Ti;anscript written on sample. log. 
辛(iemoto) 〗 1 。

屈 2:ぃ牝Xエラーとその修正例

2.4 プレビューアの利用法

グラフィック端末でTE,,Xの処理結果を確認する為には， clviファイルを作成した後，プレビュー

アと呼ばれるツールを用いる．プレビューアには様々な種類のものがあるが，ここでは， xdviコ

マンドについて説明する．

九州工業大学・情報科学センター
広報第5サ 1992.10 - 8 -



解説

( xdvi [OPTION] dviファイル名 ノヽ

以ドに， xclviコマンドの代表的オプションをがす．また，この他にも多彩なオプションがff在

するが，それらは省略する． 〈OPTION〉

十］Jug€

-s shrink 

-S density 

]）（lgCページHを最初に表示する．

ウインドウに完全に表示できる最大画面の設定(l$ sln·ink• 5 4デフォルトfitl3).

プレビュー画面の文字濃度を指定する（デフォルト値40).

r̀ 
xdviを起動すると，図 3のようなウインドウが開く．ウィンドウ右側に並ぶボタンをマウスで

クリックすることにより，次のような操作を行なうことができる．

圏置koho紅 酉―

r‘ 

T岱嗚‘“可
如纏

l はじめに
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•改書を」といl轟馴直王9てい.. .. 皿ワ9叩tWヽ'9919、'G......w.....~,..
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図 3:xdvi起動画面

ニプレビューアを終了する．

|Shrink叶画面の拡大率変更 (nが小さいほど高倍率）．（1:S n :S 4) 

- 9 9 - 九州L業大学・情報科学センター
広報第5号 1992.10 



解説

| Next i次ページを表示する．

匝五三］ nページ先を表示する．（1i、=5,10)

I Prev l前ページを表示する．

三 nページ前を表示する． （n = 5, 10) 

2.5 プリントアウト

プリントアウトはdvi2psコマンドを用いる．ただ，実際には dvi2psコマンドは clvi形式を Post

Script形式に変換するコンバータであり，また結果は標準出力に出力されるので，樹接プリント

アウトする場合には①， PSファイルとして出力する場合には②のようにする．

°
 

①プリンタに出力 ％dvi2ps [ OPTION ] dviファイル名 I lpr 

② PSファイルに出力 ％dvi2ps [ OPTION ] dviファイル名 ＞ PSファイル名

OPTION 

-f出力開始ページ数プリントアウトする文害について，何ページ目から出力するか

を指定する．デフォルトでは 1ページ目から出力する．

-t出力終了ページ数 プリントアウトする文書について，何ページ目まで出力するか

を指定する．デフォルトでは最終ページまで出力する．

-r 出力する順序を逆順にするオプション．このオプションを指定するとページ ／ヘU 
の小さい方から出力される．

2.6 おわりに

以上，情報科学センターにおける可がの使い方を簡単に説明した． nが自体の機能について
は紙面の都合により触れることができなかった．市販の参考普などと合わせて駆TEXを使ってみ

てはどうだろうか？

九州工業大学へ・情報科学センター
広瑕第5号 1992.IO 

- 10 -


	koho5-article 3
	koho5-article 4
	koho5-article 5
	koho5-article 6
	koho5-article 7
	koho5-article 8
	koho5-article 9
	koho5-article 10



